
１ 目的　　

２ 日時 令和８年５月９日（土）

受付時間　午前９時００分～９時２５分

開会式　９:３０

３ 会場 神奈川県立武道館

４ 出場資格

１部　１８歳以上３０歳未満※高校生不可・大学生可

２部　３０歳以上４０歳未満 　　　　

３部　４０歳以上５０歳未満

４部　５０歳以上６０歳未満

５部　６０歳以上

５ 試合方法 ・全日本剣道連盟試合審判規則および同細則による。

・試合はトーナメント方式            

・試合時間は３分、３本勝負とする。

・年齢別に５部門に分けて試合を行う。

６ 表彰 各部ともそれぞれ１位・２位・３位（２名）

ただし部門の参加者が７名以下の場合は１位・２位のみの表彰とする。

７ 会場係員 横浜市内の全１８支部から１名ずつ

８ 参加料 支部にてとりまとめ参加料１人あたり１，０００円を納入願います

2026年3月6日

第１８回　神奈川県女子剣道大会開催要項

神奈川県下の女性剣道愛好者がお互に技を競い、質の向上を目指す事
により女子剣道の発展を図るものである。

(当日の係りは午前女子剣道大会、午後は都道府県女子予選会の一日
のご足労となりますのでよろしくお願いいたします。）

・制限時間内に勝敗が決しない場合は、延長戦を行う。延長戦は先に

神奈川県剣道連盟登録会員で以下の部門とする。なお年齢起算は令和
８年４月１日時点とする。

　１本を取得したものを勝ちとする。なお延長に入ってからの試合

　時間は２分区切りで勝敗が決するまで継続する。

一般社団法人神奈川県剣道連盟



９ 申込方法 ・ゆうちょ銀行から振込む場合（通信欄に内訳を記載してください）

口座記号番号　００２８０－６－１４５４５５

口座名称　大会委員会神奈川県剣道連盟

（タイカイイインカイカナガワケンケンドウレンメイ）

・ゆうちょ銀行以外の金融機関から振込む場合

店名（店番）０２９（ゼロニキュウ）店（０２９）

預金番号　当座　０１４５４５５

１０申込締切日 令和８年４月１０日（金）　１２時厳守

１１注意事項 出場選手は所属支部名の名札を垂につけてください

主催者は、医師を配置しますが応急手当以外の責任は負いません

マイナ保険証もしくは資格確認書は必ず持参してください。

１２撮影等

以上

大会における写真・動画の撮影及び音声の録音（以下「ビデオ撮影
等」という。）並びに撮影した映像及び録音した音声（以下「撮影映
像等」という。）の取扱いについては、次のとおりとします

・主催者は大会のビデオ撮影等並びに撮影映像等を大会ホームページ
上に掲載することがあります。尚、掲載を希望しない場合は主催者に
ご連絡ください。

・大会の会場において、以下の条項に従って個人利用の目的でビデオ
撮影等を行うことは差支えないが、営利目的又は不特定多数の者に公
開若しくは頒布する目的で、これを行うことは禁止します。ただし、
主催者から許諾を得て行う場合はこの限りではありません

・大会の会場におけるビデオ撮影等は、これを禁止されていない場所
で、大会等の運営を妨げないような機材、方法によることとし、他人
に迷惑を及ぼさないよう配慮すること

・大会の会場における撮影映像等及びこれらのデータについては、有
償、無償にかかわらずこれを不特定多数の者に頒布したり、又はイン
ターネット上やその他の方法でこれを公開して拡散させたりしないこ
とただし、主催者から許諾を得て行う場合はこの限りであません

主催者は、傷害保険に加入します（疾病等には適用されません、ご注
意ください）

入金を証明するものと申込書を事務局までメールにて申し込みしてく
ださい。申込なしの場合でも、なしと記載し、申込書を送付してくだ
さい。

【厚木締切日：４月３日（金）】



【剣道用具の取り扱いについて】 

(１)竹刀については次の事項を遵守すること。

(2)小手については次の事項を遵守すること。

(3)面については次の事項を遵守すること。

(4)剣道着については次の事項を遵守すること。

●剣道着の袖は、安全性を保つため、肘関節を保護する長さを確保すること。(構えたときに肘関節が隠れること)

　大会・予選会における、剣道用具の取り扱いについては、安全性・公平性の観点から以下のとおりとする。

●竹刀の長さ(全長・先革長)、重さ、太さ(先革先端対辺直径値および先端より 8ｃｍのちくとう部対角直径値)は、表 1、表 2
および図のとおりとする。

●ピース(四つ割り竹)の合わせに大きな隙間のあるものや安全性を著しく損なう加工、形状の変更したものの使用は認めない。

●小手は、こぶしと前腕(肘から手首の最長部)の 1/2 以上を保護し、安全性を保つため小手頭部および小手ぶとん部は十分な
打突の衝撃緩衝能力がある。

●小手ぶとん部のえぐり(クリ)の深さについては小手ぶとん最長部と最短部の長さの差が 2.5ｃｍ以内である。

●面ぶとんは安全性を保つため、肩関節を保護する長さがあり、十分な打突の衝撃緩衝能力があるものとする。

表１　竹刀の基準　（一刀の場合）

長さ

先端部
最小直径
ちくとう
最小直径
先端部
最小直径
ちくとう
最小直径

20ミリメートル以上

120センチメートル以下

510グラム以上

440グラム以上

26ミリメートル以上

21ミリメートル以上

25ミリメートル以上

20ミリメートル以上

25ミリメートル以上

20ミリメートル以上

24ミリメートル以上

19ミリメートル以上

117センチメートル以下

480グラム以上

420グラム以上

26ミリメートル以上

21ミリメートル以上

25ミリメートル以上

中学生
高校生

（相当年齢の者も含む）
大学生・一般

114センチメートル以下

440グラム以上

400グラム以上

男女共通

男　　　性

女　　　性

対　　象

重さ

太さ

男性

女性

表２　竹刀の基準　（二刀の場合）

長さ

先端部
最小直径
ちくとう
最小直径
先端部
最小直径
ちくとう
最小直径

20ミリメートル以上

24ミリメートル以上

19ミリメートル以上

62センチメートル以下

280～300グラム

250～280グラム

24ミリメートル以上

19ミリメートル以上

24ミリメートル以上

19ミリメートル以上

大学生・一般
小　　刀

114センチメートル以下

440グラム以上

400グラム以上

25ミリメートル以上

対　　象

太さ

男性

女性

重さ
男　　　性

女　　　性

男女共通

大　　刀


